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医
療
環
境
と
生
命
倫
理

―
―
心
の
癒
し谷

　
　
荘
吉

Ⅰ
　
医
療
環
境
の
歴
史

ま
ず
、
医
療
環
境
と
い
う
言
葉
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
を
、

明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
か
な
り
幅
の
広
い
概
念
で
あ
り
、

様
々
な
使
わ
れ
方
が
さ
れ
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
最
近

で
は
、
病
院
環
境
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
病
院
環
境
の
問
題
は
、
医
療
面
で
の
病
院
機
能
に
適
し
た

環
境
で
あ
る
か
ど
う
か
の
方
が
よ
り
重
要
な
課
題
と
な
る
。

一
方
で
、
地
域
社
会
に
お
け
る
医
療
環
境
と
な
る
と
、
か
か
り
つ
け

医
（
家
庭
医
）
の
存
在
分
布
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
か
、
二
次
病

院
、
三
次
病
院
（
救
急
病
院
）
の
地
域
的
役
割
分
担
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
な
ど
が
問
題
と
な
る
。
そ
れ
は
、
医
療
行
政
と
の
関
係
も
あ
る
。

現
在
、
医
療
環
境
が
良
好
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
と
す
れ
ば
、
市
民
の

生
活
圏
に
お
け
る
医
療
対
策
が
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、
急
病
の
発
生
時
に
お
け
る
救
急
医
療
の
対
応
が
ど
う
か
、
一
般
の

病
気
で
入
院
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
ど
う
す
る
の
か
、
慢
性
の
病
気
の

治
療
に
つ
い
て
、
家
庭
医
の
役
割
や
、
市
中
病
院
の
在
り
方
は
ど
う
な

の
か
と
い
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
面
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
内
容
を
、
医
療
環
境
と
い
う
表
現
で
評
価
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
環
境
の
定
義
は
非
常
に
困
難
で

あ
る
が
、
①
医
療
の
内
容
の
こ
と
、
②
医
療
現
場
の
環
境
の
こ
と
、
③

地
域
社
会
に
お
け
る
医
療
施
設
の
存
在
分
布
の
こ
と
、
の
三
種
類
の
使

わ
れ
方
が
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
日
本
に
お
け
る
医

療
環
境
の
歴
史
概
観
と
し
て
の
纏
め
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
医
学
医

療
の
発
展
に
関
す
る
要
約
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

日
本
に
お
け
る
有
史
以
前
の
医
学
は
、
新
石
器
時
代
の
遺
跡
の
資
料

か
ら
、「
む
し
ば
」
と
骨
の
病
気
に
関
す
る
報
告
が
あ
る
。
居
住
環
境
、

生
活
環
境
と
自
然
環
境
と
の
関
係
で
、
外
傷
に
関
す
る
資
料
や
お
産
に

関
す
る
資
料
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
原
始
医
術
は
、
動
物
的
本
能
的
療

法
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
唾
液
に
よ
り
嘗
め
る
こ
と
、
摩

擦
す
る
こ
と
、
口
で
吸
う
こ
と
、
掻
く
こ
と
、
異
物
を
除
く
こ
と
、
毒

物
を
飲
ま
せ
吐
か
せ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

日
本
史
上
か
ら
の
考
察
と
し
て
は
、「
古
事
記
」（
七
一
二
年
）、「
風

土
記
」（
七
一
九
年
）、「
日
本
書
記
」（
七
二
〇
年
）、
に
医
術
に
関
す
る

記
載
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
病
気
は
、「
神
の
意
に
因
る
」
と
さ
れ
、

「
祟
り
に
よ
り
、
病
気
が
悪
く
な
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
祈
祷
、
呪

い
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
六
〇
〇
年
代
に
、
中
国
「
唐
」
へ

医
術
を
学
び
に
遣
わ
さ
れ
た
者
が
帰
国
し
、
後
の
漢
方
医
術
の
草
分
け

と
な
っ
て
い
る
。
当
時
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
の
自
然
哲
学
的
医
学
の
影
響

を
受
け
、
経
験
的
、
宗
教
的
医
術
が
発
展
し
た
。
病
院
形
態
の
始
ま
り

は
、
施
薬
院
（
七
三
〇
年
・
聖
武
天
皇
の
皇
后
職
）
と
さ
れ
て
い
る
。

現
存
す
る
最
古
の
医
書
は
、「
医
心
方
」（
九
八
二
年
）
で
あ
る
。

奈
良
・
平
安
朝
時
代
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
仏
教
の
影
響
が
強
く
、

僧
侶
が
医
術
を
施
し
、
僧
医
が
活
躍
し
て
い
る
。
解
剖
学
、
生
理
学
、
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病
理
学
な
ど
が
発
展
し
た
。
内
科
、
外
科
な
ど
の
臨
床
面
も
充
実
し
た
。

室
町
時
代
（
一
三
三
三
年
）
に
は
、
実
験
的
治
術
が
発
展
す
る
。

西
洋
医
学
の
輸
入
は
、
一
五
四
九
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
宣
教
師
ザ
ビ
エ

ル
等
が
来
日
し
、
そ
の
後
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
手
段
と
し
て
、
西
洋

医
学
的
医
術
が
伝
授
さ
れ
た
。「
南
蛮
流
外
科
」
が
発
展
し
た
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
鎖
国
政
策
の
も
と
で
あ
っ
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ

医
学
が
輸
入
さ
れ
た
。
一
七
七
一
年
に
は
、
杉
田
玄
白
、
前
野
良
沢
に

よ
る
「
解
体
新
書
」（
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
訳
書
）
が
発
刊
さ
れ
、

そ
の
後
西
洋
医
学
が
急
激
に
発
展
し
た
。
そ
し
て
、
江
戸
末
期
に
流
行

し
た
天
然
痘
に
対
す
る
種
痘
法
は
、
西
洋
医
学
発
展
に
多
大
の
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
明
治
維
新
を
経
て
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
は
衰
微
し
、
明

治
政
府
の
方
針
で
ド
イ
ツ
医
学
の
隆
盛
時
代
が
到
来
す
る
。

戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
日
本
に
於
け
る
医
療
政
策
の
推
進
に
よ
り
、
ド
イ

ツ
医
学
か
ら
ア
メ
リ
カ
医
学
へ
の
転
換
が
な
さ
れ
、
今
日
の
高
度
先
端

医
療
の
時
代
が
到
来
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
受
診
率
は
向
上
し
た
が
、
保
険

医
療
財
政
の
破
綻
を
来
た
し
、
遂
に
、
医
療
と
福
祉
の
役
割
が
切
り
離

さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
か
ら
、
介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
老
人
医
療
の
在
り
方
が
大
変
換
を
遂
げ
る
時
代
が
来
る
で

あ
ろ
う
。

医
療
環
境
の
改
善
と
い
う
観
点
か
ら
、
将
来
像
を
展
望
す
る
な
ら
ば
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
医
学
医
療
の
担
う
役
割
は
、
予
防
医
学
と
し
て

の
生
活
習
慣
病
対
策
（
生
活
環
境
の
改
善
）
が
最
重
要
課
題
と
な
る
と

思
わ
れ
る
。

Ⅱ
　
生
命
と
医
療

（1）
生
命
の
定
義

医
学
医
療
の
究
極
的
対
象
は
、
生
命
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
生
命

な
る
抽
象
的
用
語
の
定
義
と
な
る
と
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
生
物
学
的
観
点
か
ら
の
概
念
を
考
察
す
る
。
地
球
環
境
の
中
で
実

在
す
る
実
態
は
、
生
物
体
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
植
物
と
動
物
（
人
間

を
含
む
）
で
あ
る
。
そ
の
生
物
体
が
宇
宙
空
間
に
形
態
を
持
ち
、
時
間

経
過
に
従
っ
て
生
存
で
き
る
機
能
を
統
一
維
持
す
る
能
力
を
、
抽
象
化

し
て
、「
生
命
」
と
呼
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
た

状
態
を
死
体
（
植
物
で
は
枯
れ
た
状
態
）
と
認
め
て
い
る
。
そ
の
生
物

体
か
ら
、
死
体
へ
の
移
行
を
、
現
象
論
と
し
て
、「
死
」
と
称
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
実
態
と
し
て
の
「
生
命
と
は
何
か
」
の
問
題
は
、
現
在

で
も
解
決
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
生
命
は
自
然
発
生
し
た
の
か
と

い
う
疑
問
で
あ
る
。
現
在
の
仮
説
で
は
、
約
四
五
〜
五
十
億
年
前
こ
ろ
、

無
機
物
か
ら
生
命
が
誕
生
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
生
命
と
い

う
機
能
を
有
す
る
細
胞
か
ら
分
化
進
展
し
、
突
然
変
異
や
自
然
の
地
球

上
の
多
種
多
様
の
生
物
体
（
植
物
体
）
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

数
十
億
年
の
年
月
を
経
て
、
地
球
環
境
が
変
化
し
、
原
始
的
細
胞
は
、

や
が
て
多
細
胞
よ
り
な
る
器
官
へ
と
進
展
す
る
。
そ
し
て
、
諸
種
の
生

物
が
発
生
し
て
き
た
。
約
七
千
万
年
位
前
に
、
類
人
猿
の
祖
先
が
誕
生

し
、
約
二
百
万
年
位
以
前
に
人
間
の
祖
先
と
し
て
の
類
人
猿
が
進
化
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
在
地
球
上
に
は
、
約
五
十
億
人

位
の
人
間
が
生
活
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

生
活
環
境
の
整
備
に
よ
っ
て
、
自
然
環
境
の
変
化
や
生
活
習
慣
の
改

善
も
あ
り
、
医
療
環
境
の
発
展
も
加
味
し
て
、
一
般
に
人
間
の
寿
命
が
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長
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
た
か
だ
か
百
年
以
内
に
ほ
と
ん
ど

の
人
間
は
死
亡
す
る
。
そ
う
し
た
生
命
観
に
立
つ
時
、
現
時
点
で
の
人

間
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、「
生
と
死
」
の
問
題
で
あ
り
、
死
生
観
の

確
立
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。

（2）
延
命
医
療
、
救
急
医
療
の
可
能
性
と
そ
の
限
界

延
命
・
救
命
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
の
決
定
的
因
子
は
、
生
命
危

機
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
病
因
に
直
接
の
関
係
が
あ
る
。
重
症
者
は
、

入
院
治
療
の
対
象
と
な
る
。
一
般
に
は
、
医
療
水
準
が
高
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
大
抵
の
急
性
疾
患
は
治
療
が
可
能
で
、
そ
う
た
や
す
く
は
失

命
は
し
な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
、
先
天
性
の
病
気
と
か
、
難
病
と
か

で
、
例
え
ば
、
臓
器
移
植
に
よ
る
延
命
治
療
で
な
け
れ
ば
、
致
命
的
な

危
機
を
迎
え
ざ
る
を
得
な
い
病
気
も
少
な
く
な
い
。
最
近
話
題
に
な
っ

て
い
る
よ
う
な
、
心
臓
疾
患
で
心
臓
移
植
と
か
、
肝
臓
の
重
症
疾
患
の

場
合
に
、
肝
臓
の
移
植
手
術
以
外
に
は
、
延
命
の
可
能
性
が
無
い
病
状

が
存
在
し
て
い
る
。
か
か
る
移
植
手
術
は
、
術
後
の
拒
否
反
応
な
ど
の

対
応
を
含
め
、
極
め
て
高
度
な
医
療
技
術
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
進
行
末
期
が
ん
の
病
態
で
は
、
が
ん
に
対
す
る
治
療
が
無
効

で
、
症
状
緩
和
だ
け
し
か
有
効
な
処
置
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
状
況

が
あ
る
。
長
期
延
命
が
不
可
能
で
、
比
較
的
短
期
間
に
死
の
訪
れ
を
避

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
ど
う
対
応
す
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
際
に
は
、
病
名
告
知
の
問
題
が
深
刻
な
課
題
と
な
る
。

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
含
め
、
本
人
の
死
生
観
が
関
係
し

て
く
る
。
鎮
痛
療
法
を
主
と
し
て
、
症
状
を
緩
和
す
る
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア

が
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
。

現
在
、
健
康
保
険
法
に
よ
る
診
療
報
酬
体
系
で
定
額
制
が
認
め
ら
れ

て
い
る
緩
和
ケ
ア
病
棟
（
ホ
ス
ピ
ス
病
棟
）
は
、
二
〇
〇
二
年
九
月
現

在
、
全
国
で
、
一
〇
三
箇
所
に
及
ん
で
い
る
。

（3）
生
と
死
を
め
ぐ
る
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス

高
度
先
端
医
療
が
発
展
す
る
に
従
っ
て
、
医
療
技
術
に
関
し
て
、
個

人
の
生
存
権
と
社
会
に
お
け
る
医
療
資
源
の
バ
ラ
ン
ス
が
問
題
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
救
命
・
延
命
治
療
の
限
界
に
関
し
て
も
、
生
命
倫
理
的

観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
生
と
死
の
基
本
的

な
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
の
基
盤
は
、
患
者
の
自
己
決
定
権
が
出
発
点
と

な
る
。
す
な
わ
ち
、
個
人
の
意
思
決
定
の
尊
重
で
あ
る
。
生
と
死
の
場

面
に
お
け
る
、
個
人
選
択
権
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。バ

イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
現
在
の
課
題
は
多
数
存
在
す
る
が
、

個
々
に
は
、
す
ぐ
結
論
の
出
せ
な
い
困
難
な
問
題
も
少
な
く
な
い
。
幾

つ
か
の
事
例
を
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
体
外
受
精
、
男
女

産
み
分
け
法
、
子
宮
提
供
、
ク
ロ
ー
ン
問
題
、
脳
死
、
臓
器
移
植
、
遺

伝
子
診
断
、
遺
伝
子
治
療
、
人
体
治
療
実
験
（
ダ
ブ
ル
ブ
ラ
イ
ン
ド
試

験
法
を
含
む
）
な
ど
で
あ
る
。

（4）
二
十
一
世
紀
の
医
療
環
境
変
化
へ
の
予
測
（
高
齢
化
と
少
子
化
、
胎

児
診
断
の
問
題
な
ど
）

時
代
の
流
れ
の
中
で
、
身
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
因
子
と
し
て
注
目
す

べ
き
こ
と
は
、
自
然
環
境
、
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
る
生
活
習
慣
の
変

容
で
あ
る
。
社
会
的
な
居
住
生
活
環
境
の
衛
生
状
況
や
個
人
と
し
て
の
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栄
養
、
運
動
、
労
働
、
休
養
、
嗜
好
な
ど
の
生
活
習
慣
の
有
り
様
が
、

公
衆
衛
生
上
の
疾
病
動
態
を
左
右
す
る
。
そ
し
て
、
発
生
し
た
健
康
障

害
に
対
す
る
医
療
環
境
の
対
応
に
よ
り
、
生
存
に
関
す
る
安
全
度
が
変

化
す
る
。
人
口
動
態
へ
の
影
響
も
、
国
家
的
見
地
か
ら
は
、
問
題
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
高
齢
化
に
よ
る
老
人
問
題
は
、
疾
病
治
療
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
は
、
医
療
経
済
上
か
ら
破
綻
を
来
し
て
お
り
、
老
人
の
病
気
治
療
の

一
部
が
、
福
祉
対
策
と
し
て
、
介
護
保
険
制
度
の
発
足
に
よ
り
、
健
康

保
険
診
療
に
よ
る
病
気
治
療
で
は
な
く
、
介
護
の
概
念
で
、
日
常
生
活

障
害
に
関
す
る
介
護
を
主
体
に
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
前
述
の
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
に
関
与
し
た
問
題
と
し
て
、
胎
児

診
断
の
発
達
に
よ
り
、
奇
形
児
対
策
を
ど
う
す
る
か
が
近
未
来
の
重
要

課
題
で
あ
る
。

Ⅲ
　
身
体
的
健
康
問
題
と
医
療
環
境

（1）
ウ
イ
ル
ス
汚
染
（
Ｂ
型
、
Ｃ
型
肝
炎
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
へ
の

対
策
）

一
九
世
紀
、
二
十
世
紀
の
世
界
流
行
病
と
し
て
は
、
ネ
ズ
ミ
・
ノ
ミ

が
媒
介
し
た
ペ
ス
ト
菌
に
よ
る
致
死
的
な
病
気
の
大
流
行
に
つ
い
で
、

天
然
痘
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
伝
染
病
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ン

ナ
ー
に
よ
る
種
痘
の
開
発
で
終
焉
し
、
一
九
八
〇
年
に
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に

よ
り
天
然
痘
絶
滅
宣
言
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
近
時
の
快
挙
で
あ
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
関
し
て
も
、
根
本
的
な
解
決
は
み
て
い

な
い
。
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
に
つ
い
て
も
、
決
着
が
つ
い
て
い
る
と

は
い
い
難
い
。
ま
た
、
個
人
の
予
防
と
公
衆
衛
生
的
予
防
に
関
す
る
考

え
方
に
つ
い
て
も
、
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
一
方
で
、
輸
血
な
ど
の
血
液
製
剤
に
よ
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感

染
、
さ
ら
に
性
交
感
染
な
ど
を
感
染
経
路
と
す
る
致
死
的
疾
患
と
し
て

の
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
（
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
の
発
生
な

ど
、
新
た
な
難
問
題
が
台
頭
し
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
、
こ
の
エ
イ
ズ
対
策
は
、
性
教
育
問
題
を
含

め
た
予
防
処
置
を
中
心
に
、
益
々
重
要
性
を
帯
び
る
で
あ
ろ
う
。
治
療

の
開
発
に
関
し
て
も
、
急
速
な
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
エ
イ
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
問
題
も
重
要
で
あ
る
。

（2）
公
衆
衛
生
環
境
と
感
染
症
問
題

従
来
の
公
衆
衛
生
問
題
は
、
生
活
環
境
上
の
感
染
性
汚
染
に
よ
る
流

行
病
の
課
題
が
中
心
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
生
活
環
境
の
改
善
、
労
働
条
件
の
制
約
、
食
料
事
情
の
好
転

な
ど
、
総
合
的
な
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
り
、
感
染
性
疾
患
は
殆
ど
姿

を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
。

生
活
環
境
が
清
潔
に
な
っ
た
こ
と
で
、
一
般
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
免
疫
が
低
下
し
、
身
体
的
抵
抗
力
の
低
下
が
存
在
す
る
こ
と
が
予

想
で
き
る
。
あ
る
意
味
で
は
、
生
命
力
の
衰
退
と
い
え
る
か
も
知
れ
な

い
。最

近
の
事
例
と
し
て
は
、
病
原
性
大
腸
菌
（
Ｏ
―
１
５
７
）
に
よ
る

食
中
毒
、
集
団
発
生
が
話
題
と
な
っ
た
。

戦
後
の
肺
結
核
対
策
が
功
を
奏
し
た
よ
う
な
錯
覚
の
も
と
に
、
学
校

保
健
対
策
の
中
で
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
検
査
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
対
策
が
中
止

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
主
た
る
原
因
と
は
い
え
な
い
が
、
近
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年
、
肺
結
核
の
急
激
な
増
加
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
厚
生
省
は
、「
結

核
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
令
し
て
い
る
。
従
来
結
核
予
防
対
策
は
、
保

健
所
の
主
要
な
任
務
で
あ
っ
た
が
、
保
健
所
統
廃
合
政
策
に
よ
っ
て
、

感
染
症
予
防
、
結
核
予
防
な
ど
に
関
し
て
は
、
業
務
縮
減
が
行
わ
れ
て

い
る
。
現
状
を
ど
う
打
開
す
る
か
、
保
健
所
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
か
は
、
重
大
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
医
療
関
係
者
の
集

団
発
生
は
、
最
近
の
感
染
症
問
題
と
し
て
、
非
常
に
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

（3）
脳
死
問
題
と
臓
器
移
植
の
問
題

前
項
に
お
い
て
、
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
の
関
係
で
触
れ
た
が
、
こ
こ

で
は
、
脳
死
の
意
義
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ

て
考
察
し
た
い
。

一
九
九
八
年
日
本
政
府
は
、
国
会
決
議
と
し
て
、
脳
死
を
「
人
の
死
」

と
し
て
み
と
め
る
法
律
を
作
成
し
た
。
そ
れ
は
、
純
医
学
的
に
脳
死
判

定
の
基
準
を
満
た
し
た
身
体
状
況
の
人
体
は
、
死
亡
と
診
断
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
法
律
で
決
定
さ
れ
る
と
、
否
定
も
反

対
も
効
力
を
失
う
が
、
そ
の
決
定
に
不
服
の
意
見
を
主
張
し
て
い
る
学

者
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
人
間
の
「
死
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
の
、
文
化
的
、

宗
教
的
、
哲
学
的
、
医
学
的
、
生
物
学
的
、
あ
る
い
は
、
社
会
的
、
生

活
感
情
的
な
多
面
的
な
観
点
か
ら
、
誰
か
ら
も
、
反
対
の
余
地
が
な
い

と
こ
ろ
ま
で
、
問
題
点
を
煮
詰
め
、
解
決
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
非

常
に
曖
昧
で
あ
る
。

「
死
の
定
義
」
は
、
人
間
の
頭
脳
の
中
で
の
思
考
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
の
が
、
大
前
提
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
抽
象
論
で
し
か
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
生
物
の
死
は
、
自
然
現
象
の
一
部
の
表
現
で
あ
っ
て
、
生
物
体
が

死
体
に
移
行
す
る
自
然
現
象
を
、
人
間
の
目
で
、
ど
の
様
に
捉
え
る
か

が
問
題
で
あ
っ
て
、「
死
亡
状
態
」
と
い
う
実
態
の
み
が
存
在
す
る
。
そ

れ
は
、
時
間
経
過
の
因
子
が
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
生
物
体
が
死
体
に
移
行
す
る
の
は
、
あ
る
特
定
の
定
め

ら
れ
た
瞬
間
的
時
間
で
は
な
く
、
時
間
経
過
の
あ
る
時
点
で
、
最
終
的

な
完
全
な
死
亡
状
態
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
人
間
の
死
亡
を
ど

の
時
間
経
過
を
以
っ
て
、
診
断
判
定
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
い
わ
ゆ
る
、
古
典
的
死
亡
確
認
は
、
身
体
の
三
徴
候
判
定
に
よ

り
、
行
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
例
え
ば
、
心
臓
移
植
で
は
、
心
臓
が
自
律
的
拍
動
を
保
っ

て
い
る
と
き
に
提
供
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
生
着
状
況
が
悪
い
か
、

困
難
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
動
い
て
い
る
心
臓
を
摘
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
事
情
の
下
で
は
、
心
臓
は
動
い
て
い
る
が
人
間

と
し
て
は
死
亡
し
て
い
る
と
い
う
判
定
診
断
と
、
そ
れ
を
人
間
の
死
亡

と
す
る
と
い
う
死
亡
確
認
が
認
容
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
脳
死
判
定
は
、
ま
さ
に
、
臓
器
移
植
の
た
め
に
必

要
な
の
だ
と
い
え
よ
う
。

ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
脳
死
状
態
で
の
延
命
治
療
は
、
治
療
費
の
無

駄
使
い
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

生
物
学
的
に
は
、「
自
然
死
の
状
態
」
と
の
時
間
関
係
か
ら
見
る
と
、

か
な
り
早
い
時
点
で
の
死
亡
宣
言
（
決
定
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
は
、
自
然
現
象
の
死
を
、
人
間
の
都
合
で
、
早
め
に
「
死
亡
」（
心
臓

は
ま
だ
動
い
て
い
る
身
体
状
態
だ
が
死
亡
）
と
決
め
た
こ
と
に
な
る
。

09.投稿論文  04.6.3  8:47 PM  ページ91



92

投稿論文

極
端
な
考
え
方
と
し
て
は
、
従
来
の
医
師
に
よ
る
古
典
的
死
亡
確
認

も
、
自
然
界
に
お
け
る
完
全
死
か
ら
み
れ
ば
、
ま
だ
早
い
時
期
だ
と
い

え
よ
う
。
周
辺
の
人
間
が
視
覚
的
に
認
識
で
き
る
死
亡
の
徴
候
は
、
呼

吸
停
止
で
あ
る
。
小
学
校
低
学
年
の
子
供
で
も
、
飼
育
し
て
い
た
ペ
ッ

ト
が
死
亡
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
の
は
、
臨
死
期
の
動
物
が
呼
吸
を

停
止
し
た
時
で
あ
る
。
子
供
で
さ
え
も
、
死
亡
を
認
識
で
き
る
状
態
は
、

誰
に
で
も
納
得
行
く
死
の
判
定
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

心
臓
が
ま
だ
動
い
て
い
る
人
間
を
「
死
ん
で
い
る
」
と
認
め
る
に
は
、

か
な
り
の
飛
躍
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
生
物
学
的
観
点
だ
け
で
な
く
、
上

述
の
よ
う
な
多
角
的
観
点
か
ら
の
認
識
と
し
て
は
、
人
間
の
死
を
認
容

す
る
に
は
、
別
の
見
方
が
関
係
し
て
い
る
。
専
門
家
の
中
で
も
判
定
困

難
な
脳
死
判
定
の
基
準
を
も
っ
て
、
万
人
の
人
間
の
死
を
認
容
し
ろ
と

い
わ
れ
て
も
、
そ
う
容
易
に
は
、
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

の
が
、
現
在
の
筆
者
の
考
え
方
で
あ
る
。

臓
器
移
植
の
問
題
は
、
さ
ら
に
複
雑
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
医
療
的
観

点
か
ら
は
、
臓
器
移
植
と
い
う
診
療
技
術
が
高
度
に
発
展
し
た
関
係
か

ら
、
移
植
を
し
な
け
れ
ば
、
短
時
日
の
う
ち
に
死
亡
す
る
患
者
の
生
命

を
、
移
植
を
す
れ
ば
、
救
命
で
き
る
と
い
う
事
実
が
存
在
す
る
か
ら
で

あ
る
。
他
人
の
心
臓
を
提
供
し
て
も
ら
っ
て
延
命
す
る
こ
と
の
意
義
と

そ
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
の
問
題
に
切
り
換
え
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。
基
本
的
に
は
、「
死
生
観
」
の
問
題
に
帰
結
す
る
。

臓
器
移
植
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
、
自
己
の
人
生
を
ど
う
受
け
止
め

る
か
の
「
死
生
観
」
と
、
そ
れ
を
認
容
す
る
医
療
環
境
の
問
題
で
も
あ

ろ
う
。

（4）
臨
床
現
場
の
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
（
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
安
楽
死
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
、
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
な
ど
の
問
題
）

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
世
界
情
勢
の
変
化
の
中
で
、
主
と
し
て
、
米

国
で
の
消
費
者
運
動
の
中
か
ら
発
生
し
た
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
の
考
え

方
は
、
最
終
的
に
、
医
療
を
受
け
る
際
の
自
己
決
定
権
に
到
達
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
従
来
、
医
療
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
を
医
の
最
高

倫
理
と
す
る
医
師
の
良
心
を
全
面
的
に
信
頼
し
た
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム

に
よ
る
医
療
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
医
療
は
、
医
師
が
一
方

的
に
押
し
つ
け
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
受
療
者
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
従
っ

て
、
医
療
行
為
の
選
択
肢
の
な
か
か
ら
、
受
療
者
の
自
己
決
定
に
基
づ

い
て
選
択
し
た
医
療
を
提
供
さ
れ
る
の
が
、
医
療
の
本
質
で
あ
る
と
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ゆ
え
ん
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
方
で
、「
愚
か
な
る
選
択
」
と
か
「
自
己
決
定
の
困
難
な

選
択
」
と
か
の
問
題
が
出
現
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
最
大
の
難
問

は
、「
安
楽
死
認
容
」
の
課
題
で
あ
る
。

欧
米
諸
国
で
は
、「
安
楽
死
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
国
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
情
報
は
、
付
帯
事
項
が
省
略
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

ま
ま
鵜
呑
み
に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
や
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
の
充
実
に
よ
っ
て
、
身
体
症
状

の
苦
痛
緩
和
の
医
療
が
極
め
て
進
展
し
た
の
で
、「
殺
し
て
欲
し
い
、
苦

痛
に
耐
え
難
い
」
と
い
っ
た
訴
え
を
す
る
病
状
に
対
応
で
き
な
い
の
は
、

症
状
緩
和
医
療
の
貧
困
で
あ
る
と
さ
え
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
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し
た
が
っ
て
、
い
か
な
る
理
由
で
あ
ろ
う
と
も
、
安
楽
死
（
安
楽
殺
）

を
許
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
意
見
で
あ
る
。

Ⅳ
　
日
常
生
活
に
お
け
る
精
神
的
安
寧
と
医
療
環
境

（1）
心
の
環
境

現
代
社
会
に
お
け
る
都
市
環
境
の
な
か
で
の
日
常
生
活
は
、
ス
ト
レ

ス
に
満
ち
て
い
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
お

い
て
、
医
学
的
な
特
定
の
精
神
病
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
心
の
病
い
」

と
で
も
い
え
る
よ
う
な
、「
精
神
的
不
安
定
状
態
」
に
陥
っ
て
い
る
人
々

が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

都
市
環
境
は
、「
心
の
癒
し
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
大
変
に
問

題
が
多
い
と
い
え
よ
う
。
ビ
ル
の
谷
間
で
の
生
活
。
例
え
ば
、
毎
日
の

通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
。
駅
の
階
段
を
せ
か
せ
か
、
小
走
り
に
し
て
い
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
状
況
は
、
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
生
活
の
象
徴
で
あ
ろ
う
。
緑

と
大
き
な
樹
木
や
色
と
り
ど
り
の
美
し
い
花
の
咲
い
て
い
る
公
園
は
、

ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
ま
し
て
、
小
山
や
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聴

き
な
が
ら
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
な
ど
、
ゆ
っ
た
り
と
、
の
ん
び
り
と
、

落
ち
着
い
て
、
心
の
ゆ
と
り
を
感
じ
な
が
ら
、
自
然
の
雰
囲
気
を
満
喫

で
き
る
生
活
は
、
大
都
会
で
は
、
望
む
べ
く
も
な
い
。

Ｏ
Ａ
機
器
に
囲
ま
れ
て
、
時
間
に
追
わ
れ
た
生
活
。
心
の
文
化
生
活

と
は
程
遠
い
生
活
。
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
ら
な
い
方
が
不
思
議
で
あ
る
。

こ
う
し
た
都
市
生
活
環
境
は
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（2）
生
活
習
慣
病
と
心
の
癒
し

最
近
の
医
療
行
政
で
、
国
民
の
健
康
問
題
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る

「
生
活
習
慣
病
対
策
」
は
、
非
常
に
重
大
な
欠
陥
が
あ
る
と
、
私
は
危
惧

し
て
い
る
。

身
体
的
健
康
至
上
主
義
の
典
型
で
あ
る
。
精
神
生
活
や
心
の
癒
し
な

ど
、
文
化
生
活
に
お
け
る
生
活
習
慣
に
つ
い
て
は
、
一
切
言
及
さ
れ
て

い
な
い
。

生
き
る
こ
と
、
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
、
人
生
の
喜
び
、
感
動
あ
る

生
活
習
慣
な
ど
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
の
提
言

は
、「
人
生
の
有
り
様
」
と
「
肉
体
的
健
康
」
と
ど
ち
ら
が
大
切
か
の
基

本
的
な
死
生
観
に
と
っ
て
、
本
末
転
倒
し
て
い
る
と
私
は
苦
言
を
呈
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

（3）
心
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に

私
が
、
進
行
し
た
終
末
期
の
が
ん
に
苦
悩
し
て
お
ら
れ
る
方
々
の
お

世
話
を
す
る
「
ホ
ス
ピ
ス
病
棟
」
で
体
験
し
て
き
た
こ
と
か
ら
最
終
的

に
学
ん
だ
こ
と
は
、「
悔
い
の
少
な
い
死
を
迎
え
る
に
は
」、
健
康
な
時

に
、
い
か
な
る
人
生
を
歩
む
か
で
あ
る
。

悔
い
の
少
な
い
人
生
を
考
え
る
時
、
そ
れ
は
、「
心
の
癒
し
」
に
関
す

る
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
認
識
し
な
が
ら
、
充
実
し
た
毎
日
の
生
活

を
送
る
こ
と
だ
と
い
え
よ
う
。

「
文
化
生
活
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
考
慮
し
て
、
心
豊
か
な
生
活

を
送
る
「
生
活
習
慣
」
を
身
に
つ
け
る
心
掛
け
が
非
常
に
大
切
で
あ
ろ

う
。ビ

オ
ト
ー
プ
な
ど
、
自
然
生
活
を
満
喫
で
き
る
生
活
習
慣
の
構
築
こ

そ
、「
心
の
癒
し
」
に
重
要
な
役
割
を
持
つ
と
思
う
の
で
あ
る
。

谷
口
文
章
教
授
の
提
唱
さ
れ
て
い
る
、「
環
境
倫
理
」、「
倫
理
教
育
」、
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「
ビ
オ
ト
ー
プ
推
進
」
な
ど
、
甲
南
大
学
の
こ
れ
か
ら
の
社
会
的
・
学
術

的
役
割
は
、
重
大
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
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